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富山県民の大きな期待の中に昭和50年10月開学した本学は、 この10月に20周年を迎える
ことになりました。 私は本学発足 2 年自に医学部薬理学教授として着任しましたが、 この
20年間の本学の目覚ましい発展・充実の軌跡を驚きと感謝の念をもって思い起 こしており
ますとともに、月日の流れの速いのを実感しております。
本学開学の目的は、医学および薬学を総合した特色ある教育および研究の機関として 、
高度の知識を授ザるとともに、時代の要請と地域社会の要望に こたえうる有為な人材を育
成し、あわせて、医学、薬学の進展と社会の福祉に貢献する ことにあると謡われて いま
す。 歴代の学長と教職員が この創設の目的に沿って 尽力され、それに、富山県をはじめと
する地方団体関係各位の御援助が加わって今日の本学の隆盛に至ったものと思われ、心よ
り感謝申し上げます。
本学の発展経過の詳細は、本誌の他の部に記されて いると思われます。 最近の喜ばしい
出来事の一つは、平成5年4 月、医学部に看護学科が併設された ことであります。 看護学
科は、幅広い教養と知識を身につけた資質の高い看護専門職の育成と国際社会において十
分に活躍しうる高度の専門的知識を身につけた人材の育成を目指して います。 いま一つ
は、本年4 月に遺伝子実験施設が開設された ことであります。 本施設は学外研究機関とも
協力して 、既存遺伝子資源の収集・開発、新遺伝子資源の単離・保存・供給、さらには、
遺伝子治療および遺伝子疾患の調査などを行う ことになって います。
現在、本学が当面している重要課題は大学改革であります。 平成3年7月大学設置基準
が改正され、設置基準の大綱化・簡素化が図られました。 これにより各大学は、それぞれ
自主的な努力によって教育・研究の個性化と高度化、管理運営組織の活性化を図る ことが
可能となりましたが、同時に、各大学には自己点検・評価が義務づけられました。 いま、
大学には多様化、個性化、高度化および国際化への対応が強く求められており、大学は こ
れらを実現すべく努力する社会的な責任を負って います。 これを受けて本学は、平成4年
に教育活動、研究活動および管理運営について 点検・評価を行い、 「大学改革への序章、
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富山医科薬科大学の点検・評価1992 Jを発刊しました。
教育改革においては、専門教育の立場から専門教育と教養教育の区別と関連性を明確に
しつつ、教養教育と専門教育とを有機的に連繋させた体系的な新一貫教育カリキュラムを
編成し、改革カリキュラムを有効に実施するための教員組織の改組を検討中であります
(評議会に教員組織検討特別委員会を設けて 検討中、委員長は学長)。
大学は研究活動の活性化を図るべく、さまざまな視点から検討を重ねて 、高度な研究レ
ベルを保持で、きる環境を整えなくてはなりません。 教育研究組織の改革においては、大学
院問題が最重要課題となって います。 大学審議会は平成3年 5 月に大学院の整備充実を、
同年11月に大学院の量的整備を答申しており、大学院の質・量両面にわたる飛躍的充実が
図られる方向に進んでいます。 本学においても、大学院の充実と強化を図るための大学院
制度の改革の一環として、大学院により重点、を置いた機構案(大学院重点、大学構想) の策
定を目指して います。 また、本学の規模に見合った大学院独立研究科設置計画案も検討中
であります。
現在、わが国の大学が置かれて いる環境はきわめて厳しいものがありますが、教職員の
絶えざる努力により、20周年を一つの節目として本学がますます発展して いく ことを祈念
いたしております。
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副学長・附属病院長 片 山 喬
正直なと ころ、月日の経つのは早いものだというのが実感である。 自分の年をとった こ
とも忘れ、私が着任した昭和54年頃の大学や病院創設期の ことが思い出される。 私自身は
創設期の最も困難だ、った時期には未だ赴任しておらず、多くの諸先輩の御苦労を見、かつ
聞いているのみであるが、開学20周年に当たり、 こうした創設期に御苦労頂いた諸先輩に
深く敬意を捧げたいと思う。
20周年がよいか、25周年がよいか若干の議論もあったと ころであるが、 こうした節目に
過去を振りかえって点検し、 これから将来への道を考えて行く ことは決して無駄で、はな
い。 この20周年記念行事が単なるお祭りに終わらないためにも、われわれ一人一人が考
え、その成果を実践に移して行く ことが大切であろう。
本学では10周年にも記念行事が行われている。 しかし、その後の10年という長いようで
短い時期に大学を取巻く環境や内部の状況がかなり様変わりした ことは驚く程である。 私
などの知っている範囲からみても、戦後10年の激しい価値観の変化には及ばぬとしても、
バイオテクノロジーの巨大な発展、わが国の少子化、高齢化社会の到来、国際社会環境の
変化、冷戦からの脱皮、わが国の政治・経済状況の変化など多くの要因による変化は目を
みはるものがある。 このうちのいくつかは予測されていたものとは言え、その進行の早さ
には驚かされる。
従来、大学は こうした社会の変化に必ずしも敏感である必要はなく、大学は真理の探究
を目指していれば良いとの考えもあった。 しかし、現在の大学は社会に聞かれたものでな
くてはならず、社会のニーズに十分応え得、また社会からの批判にも応え得なくてはなら
ないもので、大学内だけで通用する常識は過去のものである。 したがって、医学・薬学・
看護学という実際の医療ニーズ、に役立つ ことが社会から要請されている部門を預かるわが
大学としては、特に こうした社会の変化に対応し、まず、第ーに こうした社会のニーズに
応え得る卒業生を世に送り出す ことが求められていると考えられる。
伝統のある古い大学に比し、 これから実績を積み重ね、良き伝統を作り出して行 こうと
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するわれわれの大学が多くの大学の中で頑張って いくには、より多くの努力が必要とな
る。 しかし、本学は研究面では多くの研究者の努力が実り、優れた成果を生み出して いる
が、更に発展を遂げるには大学院の改組などにみられるような新しい構想が必要でFあり、
こうした発展には、全学の叡知が結集されなければならない。
最後に私の担当している附属病院の診療と臨床研究について言えば、 この20年間の動き
は 「附属病院20年の歩み」の中で記したので省略するが、富山県という地域における国立
大学附属病院が知何にあるべきかという課題を こ こでじっくり検討する ことが必要であ
る。 病院業務には日夜を分かたず種々の問題が発生する。 阪神・淡路大震災の時の大病院
の対応に学び、災害時の備えの重要さは常に忘れる ことの出来ないものとして 心にとどめ
る必要がある。 しかし、のど元すぎれば熱さを忘れるの ことわざにもあるとおり、大震災
後数カ月を経た現在、すでに大震災直後の衝撃を忘れがちになっている。 この機会に如何
なる災害にも耐え得る病院作りと近隣地への救護態勢を確立しておく ことが必要と考えら
れる。 また特定機能病院として は現在の最先端技術を駆使して、他所では出来ない特色あ
る医療を行う ことに努めるとともに、看護力の充実や患者サービスの強化を目指す必要が
ある。 幸い本学では、薬剤部、看護部、その他各分野の技官などに真面目で優れた人材を
有しており、質的には問題はないが、数的には制約もあり、 こうした ことも十分考慮しな
がら将来への発展を考えて 行く必要がある。
ただ医療を取巻く情勢は厚生福祉予算が頭打ち状況にあり、医療費の伸びも期待 出来
ず、そうした中で初めにも述べた老齢化社会の福祉と医療をやり遂げていかなくて はなら
ないが、大学病院はその先頭に立って 社会のニーズに応えて ゆく ことが要請されて いるも
のと認識して いる。
21世紀に向けて 新しい大学を確立して 行く ことが今求められて いる。 本学が医療を中心
とした大学として特色ある発展を遂げる ことを切に望んでやまない。
